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Fusion Team は、Fusion 360による設計データを管理するクラウド上のスペースで、複数メンバー

による共同作業をスムーズに行うことができます。

Fusion Teamは、Webブラウザ上でFusion 360データを管理するワークスペースです。

Fusion Team



Webブラウザ上でFusion 360のデータを管理？

Fusion 360 は、ソフトウェアとWebブラウザの2ヶ所からアクセスできます。

ウェブブラウザ
インストールしたソフトウェア



Fusion Teamでできること

※ 単独で使用することも可能です。

※ Fusion Team 機能は商用版、スタートアップ、学生/教育機関版の方が

ご利用いただけます。（体験版ご使用中もOK）

（個人用ライセンスでご使用の方は、Fusion Team機能をご使用いただけません。）

仕事を「プロジェクト」単位で分類し、必要なメンバー間で設計データを
共有して管理することができます。

1. メンバーの管理

2.設計データの共有と管理

https://knowledge.autodesk.com/ja/support/fusion-360/learn-explore/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/Fusion-360-Free-License-Changes.html


初めてFusion 360を起動した時に、左側の画面が表示された場合は、

ここで決定した名称で、ご自身が所有するチームが作成されます。

（名称は設定ページで変更可能です）

チームはどうやって作るのか？

※ この状態になるのは、2019年9月以降にFusion 360に登録された方です。



参考：新規利用開始ユーザーのチーム作成画面遷移

(1) (2) (3)

(4) (5)



既に使い始めている方の場合、データパネル上部をクリックして展開して

確認します。

チームはどうやって作るのか？

※ 「自分がメンバーになっているチーム」が空欄の場合はまだ
チームを作成していないので、「チームを作成または参加」
をクリックし、前のページと基本的に同じ要領でチームを作
成できます。



参考：シングルユーザーストレージしか持っていない人が
新規にチームを作成する画面遷移

(1) (2)

(3) (4)



チームを理解しよう：基本編



チームを理解するためのキーワード

チーム（チームハブ）：
クラウド ワークスペース内に設定できる作業
エリア

プロジェクト：
共同作業のための共有作業スペース※

ファイルはこの中に保存し、運用する

※ ファイルを保存する場所が「プロジェクト」内なので、共同作業が
必要ない場合は一人で使用することももちろん可能です。

Fusion Team：
ユーザーごとに割り当てられているクラウド ワークスペース



Fusion 360 ファイル管理の階層 アイコンの意味

Fusion Team

チームハブ

プロジェクト

フォルダ

ファイル

チームハブに対する人の権限：3種

プロジェクトに対する人の権限：3種プロジェクトの公開範囲：3種

パーソナルハブ

チームハブ

チーム管理者 チームメンバー

プロジェクト
投稿者

プロジェクト

管理者 編集者 閲覧者

シークレットクローズドオープン

人の権限

プロジェクトの
公開範囲

人の権限



Fusion Teamの構造

Aさんのクラウド領域
（Fusion Team）

Aさんが所有するチーム
※一人が所有できるチームは1つだけ

Aさん所有チーム内のプロジェクト
※複数設定可能

ファイルはプロジェクト内に保存

チーム A

プロジェクト 1 プロジェクト 2 プロジェクト 3

ファイル フォルダ ファイル フォルダ ファイル フォルダ



チーム：
他者（共同作業者）を招待することができる。

プロジェクト：
各々に、他者（共同作業者）を招待することが
できる。

各階層にアクセスできる人を制御する

チーム

プロジェクト 1 プロジェクト 2 プロジェクト 3

ファイル フォルダ ファイル フォルダ ファイル フォルダ



「チーム」にアクセスできる人の制御

チーム

プロジェクト 1 プロジェクト 2 プロジェクト 3

ファイルフォルダ ファイルフォルダ ファイルフォルダ



Fusion 360 ファイル管理の階層 アイコンの意味
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「チーム」に対する権限

「チーム」には複数のプロジェクトを配置することができるので、会社や部門内で関連する複数の設計プロジェクト
が進行している場合に、そのすべてをその同一のチーム内に置くことで会社全体を見通すことが可能になります。

※Admin Project：自分が作成したチーム内に自動で
作成されるプロジェクト

2. チームメンバー
・チーム内のプロジェクトリストを閲覧可能。（Admin Projectは例外※）
・チーム内の各プロジェクトにアクセスするには各プロジェクト管理者の承認が必要

3. プロジェクト投稿者
プロジェクト単位のみのアクセス
したがって、この権限はチームに対する権限は何もないとい
うタイプの権限で、明示的にこの権限を付与するのではなく、
後述する「プロジェクト」に権限が与えられると自動的にこの
権限に設定される。

1. チーム管理者
・チームそのものについて全権を所有。
（メンバー追加削除、ステータスの変更など）
・自分が作成したチームはこの権限を所有している。
・招待された人がチーム管理者になることも可能。その場合、チーム内の各プロジェクトに
アクセスするには基本的に、各々の管理者の承認が必要。



チームについての解説動画
01_チームの設定
をご覧ください。

https://autodesk.wistia.com/medias/08byrhnsuf


「プロジェクト」に対する権限

チーム A

プロジェクト 1 プロジェクト 2 プロジェクト 3

ファイルフォルダ ファイルフォルダ ファイルフォルダ
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2. 編集者
・プロジェクト内のファイルやフォルダを編集できる
・他者の権限コントロールは不可

「プロジェクト」に対する権限

設計データを業務単位で「プロジェクト」として分類します。
プロジェクトごとに、他者に対してアクセス権限を設定できます。
ファイルはプロジェクト内に保管されるので、この権限が設計データ自体に各々がどう関わるかについて
重要になります。

3. 閲覧者
・Webブラウザ上でのみ閲覧可※ （Fusion 360上では閲覧不可）
・ダウンロードは不可（管理者でもこの人にダウンロード権限は付与できない）

1. 管理者
・プロジェクトに対するすべての権限を所有
・他者の権限コントロールが可能（メンバーの追加/削除、権限変更など）
・チーム権限のうち、チーム管理者 or チームメンバー のみが管理者になれる

※ 編集者と閲覧者権限付与対象者は、チームに対するステータスに依存せず指名可能。
（「この人はチームに所属しているか？」と事前に気にしなくても大丈夫ということ）



Webブラウザでの閲覧とは？

Fusion Team サイトからアクセスしてサインイン
https://www.autodesk.com/products/fusion-360/collaborator

目的のプロジェクトをクリック

https://www.autodesk.com/products/fusion-360/collaborator


方法は2種類あります。

プロジェクトにメンバーを招待するには？

「プロジェクト メンバー」＞「招待」

(1) Fusion 360 データパネルで対象のプロジェクトを開

き、右側の地球マークのアイコンをクリック

招待相手のメールアドレスを記入し、権限を選択して

「招待状を送信」

※ 注意：

招待相手は Fusion 360 のアカウントを所有して

いる人のみ可能です。



プロジェクトにメンバーを招待するには？

(2) Fusion 360 データパネルで対象のプロジェクトを開き、「共有メン

バー」をクリック。

招待相手のメールアドレスを記入し、「招待」ボタンを押す。

※この方法で招待する場合は、プロジェクトに対するステータスを選択するこ

とはできません。（強制的に「編集者 」となり、「閲覧者 」と設定したい

場合は招待後に変更します。

※ 注意：

招待相手はFusion 360 のアカウントを所有している人のみ可能です。

（１）、(2) ともに、招待の操作を行えるのは、プロジェクトの管理者 と編集者 です。



チームについての解説動画
02_プロジェクトの設定

をご覧ください。

https://autodesk.wistia.com/medias/zkf4deqcqm


Fusion 360 での編集、
Webアクセスともに可

Fusion 360 での編集、
Webアクセスともに可

Webアクセスのみ

Fusion 360 での編集、
Webアクセスともに可

Fusion 360 での編集、
Webアクセスともに可

Webアクセスのみ

この組み合わせは不可能
Fusion 360 アクセス、
Webアクセスともに可

Webアクセスのみ

ここまでのまとめ：
権限の組み合わせとデータへのアクセス可否

チーム管理者

チームメンバー

プロジェクト投稿者※

プロジェクト管理者 プロジェクト閲覧者プロジェクト編集者

※ チームに対する権限の1つである「プロジェクト投稿者」は、「チーム」に対する権限は無い。
権利が「無い」という権限もチームに対する権限の1つとして存在していると考えるとわかりやすい。
チーム全体に関わってもらいたいのか、そうじゃなく特定の業務のみに関わってもらいたいのかが判断基準となります。

プロジェクトに
対する権限

チームに対する
権限

データへのアクセス方法は2種類。Fusion 360 UI上と、Webブラウザ上でのアクセスである。
• Fusion 360上でデータにアクセス可能＝データの編集権限も所有
• Fusion 360上でアクセス不可＝閲覧権限のみ
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1. オープン
・参加希望者が自ら参加申請でき、プロジェクト管理者（ ）の承認無しで参加完了。
・自ら参加した人は「編集者」権限になっている。

→ したがってこの設定を使用するのは、かなりオープンな状況のみに限定するのがよい。

プロジェクトの公開範囲設定

プロジェクト自体の公開範囲ステータスを設定できます。
各プロジェクトの機密の程度によって使い分けることができます。

2. クローズド
・プロジェクトへの参加には、プロジェクト管理者（ ）が招待することで可能。
・自ら参加を申請することも可能だが、メンバーになるにはプロジェクト管理者（ ）の承認が必要。

→ 新規に作成したプロジェクトはこの設定になっている。

3. シークレット
・プロジェクト管理者（ ）が招待できる。完全招待制。

・チーム管理者（ ）であっても招待されていなければこのプロジェクトのメンバーになれない。
・チームに登録されている人でも招待されていなければデータパネルにプロジェクト名が表示され
ない。

→ 完全非公開の業務用であればこれが適切。



ファイル（ ）やフォルダ（ ）へのアクセスは、それらが保存されているプロジェクト（ ）の設定に依存します。

ただし、ファイル（ ）についてはチームやプロジェクトに対するアクセス権限に関係なく、「閲覧者」を設定でき
ます。

※特定の個人に対してではなく、リンクを知っている人はすべてアクセス可能

ファイルおよびフォルダの仕組み

※ダウンロード可否はパブリックリンク設定時に選択可能

「パブリックリンクを共有」



チームについての解説動画
03_公開範囲

をご覧ください。

https://autodesk.wistia.com/medias/g0xibq9xyt


「チーム」の理解：例題



「チーム」を理解する：管理イメージ例 その1

部長が新規開発製品の業務の責任者になったので、
Fusion 360内にその製品のためのチームを作成した。

→ この部長がチーム管理者

部長

課長

部長は、新製品開発の責任者であるだけで、実際の設計プ
ロセスを運用するのは、仕事に関与する人の手配も含めて
課長にすべて任せたい。

課長への権限付与：チーム管理者
→ 部長と同等の権限で仕事をしてもらうため

チーム管理者
チームそのものについて、すべての権限を持つ。
あとから権限をもらった人は権限取得後、所有者とまったく同じ権限を持つようになる。



係長への権限： チームメンバー
→ チームメンバーはプロジェクトを新たに作る権限も持つ

チームメンバー
チーム内のプロジェクト リストを閲覧可能。自分でプロジェクトを新しく作成することも可能。
現在メンバーではないプロジェクトもリストは見ることができ、チーム管理者 の許可をもらえば
プロジェクト内にもアクセスできる。

課長は全体の進捗管理などを主に行い、設計自体は
部下の係長に任せようと思っている。
製品開発プロジェクトをどのようにグループ分けして
進めるかについても任せたい。

「チーム」を理解する：管理イメージ例 その2

新製品開発のチーム管理者になった課長課長

係長



プロジェクトへの「アクセス権」を理解する



課長が新規製品開発のグループ分けをした結
果、とあるユニット開発のために1つのプロジェ
クトを作成した

→ この課長がプロジェクトの管理者

このプロジェクトの責任者として係長を指名した

係長への権限：管理者

管理者
対象のプロジェクトに対するすべての権限を持つ。
チーム管理者 または チームメンバー がなれる。

プロジェクトへの「アクセス権」を理解する：
管理イメージ例 その1

課長

係長

※ 実際には複数の人を管理者として指名できます



部下の主任や一般社員Aさんをこの業務担当者として
選出した

この方々への権限：編集者

編集者
Fusion 360上でデータを編集できる。
チームに対する権限に関係なく、Fusion 360 のアカウントを所有しているいずれの人も招待可能。※

課長に指名された管理者の係長

プロジェクトへの「アクセス権」を理解する：
管理イメージ例 その2

主任

係長

一般社員Aさん

※ 招待された時点で「プロジェクト投稿者」になります。



営業担当者にも開発中のデータを見てもらい、意見をもらう予定
である。従って、データを見れる環境にしてあげればよい。

営業担当者への権限：閲覧者

閲覧者
Webブラウザ上でのみ閲覧可（Fusion 360上では閲覧不可）
チームに対する権限に関係なく、Fusion 360 のアカウントを所有しているいずれの人も招待可能。※

プロジェクトの管理者である課長

プロジェクトへの「アクセス権」を理解する：
管理イメージ例 その3

課長

営業担当者

※ 招待された時点で「プロジェクト投稿者」になります。



チームについての解説動画
04_人をチームに招待
をご覧ください。

https://autodesk.wistia.com/medias/6grspjfxt7


チームを理解しよう：応用編



基本編は、すべてにおいて最上位となる人（チームやプロジェクトの所有者）視点で

各々の設定と役割を説明しました。

応用編では、「他の人のプロジェクトに参加する」という視点でさらに解説します。

チームを理解しよう：応用編



参加方法：招待無しで参加することができる

（1） 対象のオープン プロジェクトがある「チーム」に自分がアクセ
ス権がある場合は、データパネル上にプロジェクト名が表示
されるので、そこから申請可能。

※ プロジェクト管理者 にお知らせは来ない。
※ このように自らオープンプロジェクトに参加した人はデフォル

ト設定が編集者

他の人のプロジェクトに参加する：
「オープン」プロジェクトに参加する



（2） 対象のオープン プロジェクトがある「チーム」に自分がアクセス権がある場合は、Fusion Team
Web内に表示されたプロジェクト一覧の中からプロジェクトをクリックすると、それが現在アクセ
ス権のない「オープン」プロジェクトの場合は下図のように表示される画面から参加可能。

他の人のプロジェクトに参加する：
「オープン」プロジェクトに参加する

※ プロジェクト管理者 にお知らせは来ない。

※ このように自らオープンプロジェクトに参加した
人はデフォルト設定が編集者



参加方法：招待してもらう、または自己申請

（1）プロジェクト管理者または編集者に招待してもらう。
※ 「編集者 」または「閲覧者 」として承認してもらう
ことが可能

（2）対象のクローズド プロジェクトがある「チーム」に自分が
アクセス権がある場合は、データパネル上にプロジェクト
名が表示されるので、そこから申請可能。

※ 「編集者 」として承認される。
（その後管理者がステータス変更可能）

他の人のプロジェクトに参加する：
「クローズド」プロジェクトに参加する



参加方法：完全招待制

管理者 または編集者 に招待してもらうことでのみ参加できる。
（編集者 が招待した場合は、管理者 の承認が必要）

※ 編集者が招待した時に表示されるメッセージ

他の人のプロジェクトに参加する：
「シークレット」プロジェクトに参加する



他の人のチームに自分から参加する

新規にチームを作成する手順において、「発見と自動参加を許可」を選択した場合は、
同一ドメインのメールアドレスを使用している人が自分のチームを見つけて参加して
くることができるようになります。
※ フリーメールアドレス（gmail, Yahooなどの誰でも使用できるメールアドレス）での使用

は対象外です。



同一ドメインのメールアドレスを使用している人に見つからないようにする場合の
設定変更方法

ブラウザでチームを開き、”管理者”をクリック >> 画面下の方にある「下のドメインのメンバーの拡

張設定を有効にする」をOFFにする

他の人のチームに自分で参加する



「パーソナル ハブ」とは？



2019年9月以前にFusion 360 に登録したアカウントには「シングル
ユーザー ストレージ」（パーソナル ハブ ）が存在している。

• 「非商用目的（＝個人用ライセンス）」使用の場合、チーム機能を使用できません。

「プロジェクト」でファイルを管理できますが、あくまで個人用です。

• Fusion 360 の使用においては「基本アクセス」のみ可能

• 他者から招待されればチームに入ることはできる。

（「チームメンバー 」または「プロジェクト投稿者 」になれる）

各プロジェクトへの参加も可能 → 「編集者 」または「閲覧者 」になれる。

※注意：個人用ユーザーで「編集者 」の場合、実際には編集は不可能。

Fusion 360上でファイルを表示できるが保存は不可。

• 「商用目的」、「教育目的」、「スタートアップ」で使用の場合

• パーソナルハブ のプロジェクトをチームハブ環境へ転送し、Fusion Team のプロジェクトとして

運用することが可能。（実施することをお勧めします）

「パーソナル ハブ」について



「基本アクセス」とは、Fusion 360 フル機能に対して一部機能の使用が制限されている状態です。
https://knowledge.autodesk.com/ja/support/fusion-360/learn-
explore/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/Fusion-360-Free-License-Changes.html

制限されている機能は以下のとおりです。

• Fusion Team

• AnyCAD機能：他社CADのデータや中間フォーマットデータを読み込み、元データとの関連性が維持さ

れる機能

http://help.autodesk.com/view/fusion360/JPN/?guid=GUID-8B133391-1AD6-4403-8519-3D6837CFA6C8

• 他社CADデータのインポート：中間フォーマットデータのみインポート可能

http://help.autodesk.com/view/fusion360/JPN/?guid=Fusion_Import_designs_supported_file_formats_html

参考：「基本アクセス」とは？

https://knowledge.autodesk.com/ja/support/fusion-360/learn-explore/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/Fusion-360-Free-License-Changes.html
http://help.autodesk.com/view/fusion360/JPN/?guid=GUID-8B133391-1AD6-4403-8519-3D6837CFA6C8
http://help.autodesk.com/view/fusion360/JPN/?guid=Fusion_Import_designs_supported_file_formats_html


パーソナルハブとチームハブの両方を持っている方は、各々Web上と

Fusion 360 UI上で所有するチームを表示できる。

“myhub.autodesk360.com”
がパーソナルハブ

“myhub.autodesk360.com”
ではないものが チームハブ

パーソナルハブとチームハブの見分け方



プロジェクトを個別に転送する

1. 自分のパーソナルハブをWeb上で表示

2. プロジェクトのアイコンをクリックして「転送」

3. 転送先のチームを選択し「続ける」

4. 「はい」で転送実行

パーソナルハブからチームハブにプロジェクトを個別転送する



プロジェクトを一括転送する

1. 自分のパーソナルハブをWeb上で表示

2. Fusion Team Hub オンボーディングサイト に

アクセス

3. 開いたページのボタンを押して次のページへ

4. 転送したいプロジェクトを左のリストから選択

転送先のチームを右のリストから選択

5. 「次へ」で開いたページで転送を実行（※注意）

パーソナルハブからチームハブにプロジェクトを一括転送する

オンボーディングサイト
https://login.autodesk360.com/login/signup?edition=business&product=fusion&onboarding=true

https://login.autodesk360.com/login/signup?edition=business&product=fusion&onboarding=true
https://login.autodesk360.com/login/signup?edition=business&product=fusion&onboarding=true


パーソナルハブからチームハブにプロジェクトを一括転送する

【注意】

• 他者と共有しているプロジェクトがある場合、共有状態が引

き継がれますが、共有メンバーは「プロジェクト投稿者 」に

なります。

• 法人組織のドメイン（例：@autodesk.com）を使用している

場合、転送先のリストには同じドメイン内のチームがリストさ

れます。

• 転送できるのは自分が作成したプロジェクトのみです。



チームについての解説動画
05_パーソナルについて

をご覧ください。

https://autodesk.wistia.com/medias/js5jx54zon


Fusion Team：まとめ
• クラウド領域の中には「チーム」という大きな枠

を1つ以上設定できる。この範囲内において、

「プロジェクト」は必要に応じて複数追加できる。

• 「プロジェクト」は仕事単位の分類であり、用途に

合わせて徹底的に秘密にできるものから徹底的

にオープンにできるものまである。

• 業務の性質に合わせてアクセスする人員の権限を

設定できる。



Fusion Team：まとめ

Fusion Team を使用することによって、チーム設計を

円滑にすすめることができるようになり、遠隔地や在宅

勤務者どうしでの共同作業も効率的に行えるようになり

ます。



Fusion Teamは単独でお買い求めいただけます
例えば、「設計はしないけどデータを閲覧する必要がある

メンバーがいる」というような場合は Fusion 360 本体を

追加購入するのではなく、Fusion Team のみを購入

することでコストを抑制することができます。

Fusion 360 – Team Participant

1ヶ月 ： ¥ 2,200

1年間 ： ¥16,500

3年間 ： ¥45,100

参考：Fusion 360 本体価格

1ヶ月 ： ¥ 7,700

1年間 ： ¥61,600

3年間 ： ¥166,100

※ 価格は2020年5月25日時点での情報です。最新価格はホームページからご確認ください。



前のページでご案内した購入ページに「セキュリティ ホワイトペーパーが掲載さ

れています。オートデスクが提供するクラウドサービスのセキュリティ対策につい

てのポリシーなどが記載されておりますので、Fusion 360 本体のみをご使用

の方も含めてご使用の際にはぜひ、ご一読ください。

autodesk.co.jp へアクセス

→ 検索窓に「セキュリティホワイトペーパー」と入力

→ “Autodesk Fusion 360 クラウドセキュリティホワイトペーパー” を

探してクリック

https://knowledge.autodesk.com/ja/search-

result/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/Autodesk-Fusion-360-White-

Paper.html

セキュリティ ホワイトペーパー

http://www.autodesk.co.jp/
https://knowledge.autodesk.com/ja/search-result/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/Autodesk-Fusion-360-White-Paper.html


購入前のお問合せ

製品デモのお問い合せは、リクエスト フォームにご記入いただくか、
下記までお電話ください。

Tel: 0800-080-4228（フリーダイヤル）

https://www.autodesk.co.jp/products/
fusion-360/contact-me

tel:0800-080-4228


Autodesk and the Autodesk logo are registered trademarks or trademarks of Autodesk, Inc., and/or its subsidiaries and/or affiliates in the USA and/or other countries. All other brand names, product names, or trademarks belong to their respective holders. Autodesk reserves 
the right to alter product and services offerings, and specifications and pricing at any time without notice, and is not responsible for typographical or graphical errors that may appear in this document.

© 2020 Autodesk. All rights reserved.
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